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グエン・ティエン・ダオの世界
ア ジ ア と ヨ ー ロ ッ パ を 融 合 す る ベ ト ナ ム の 現 代 音 楽

レクチャーコンサート：世界音楽入門Ⅲ

助 成 ＝ 公 益 財 団 法 人 野 村 財 団

2012年9月29日（土）
17：00開演（16：30開場）

国立オリンピック記念青少年総合センター小ホール

主 催 ／ 一 般 財 団 法 人 知 と 文 明 の フ ォ ー ラ ム
共 催 ／ フ ォ ニ ッ ク ス ・ プ ロ モ ー ト

協 賛 ／ ヤ マ ハ 株 式 会 社
協 力 ／ 株 式 会 社 コ マ キ 楽 器 　 株 式 会 社 ブ ル ー マ レ ッ ト

ヤ マ ハ エ レ ク ト ー ン シ テ ィ 渋 谷 　 ヤ マ ハ ミ ュ ー ジ ッ ク 東 京 株 式 会 社
ヤ マ ハ ミ ュ ー ジ ッ ク ト レ ー デ ィ ン グ 株 式 会 社

後 援 ／ 在 日 ベ ト ナ ム 大 使 館 　 日 本 現 代 音 楽 協 会
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オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ
シ
ア
ン
の
手
紙
か
ら

近
代
の
枠
を
超
え
る
ア
ジ
ア
の
音
楽

北
沢
方
邦

　

一
般
財
団
法
人
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
宰
す
る

シ
リ
ー
ズ
「
世
界
音
楽
入
門
」
そ
の
Ⅲ
と
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
出
身
で
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
活
躍
す
る
作
曲
家

グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ダ
オ
さ
ん
を
招
待
し
、
彼
の
作
品

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
中
国
や
イ
ン
ド
文
明
な
ど
の
強
い
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
独
自
の
奥
深
い
文
化
を
築
き
あ
げ
、
き
わ

め
て
魅
力
的
な
諸
芸
術
を
生
み
だ
し
て
い
る
が
、
そ
の
伝

統
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
現
代
の
音
楽
言
語
に
よ
っ
て
表
現

す
る
ダ
オ
さ
ん
の
音
楽
は
、
近
代
の
枠
を
超
え
た
ア
ジ
ア

の
新
し
い
英
知
と
音
楽
の
風
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
悼
み
、
心
魂
を
傾
け
て
作
曲
し
た
彼

の
鎮
魂
曲
《IN

O
RI �.��

》
の
世
界
初
演
や
、
日
本
を

代
表
す
る
作
曲
家
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
同
じ
く
近
代
の
枠

を
超
え
る
音
楽
を
創
り
だ
し
て
い
る
西
村
朗
さ
ん
と
の
対

談
な
ど
を
含
め
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
日
本
の
音
楽
史
に

歴
史
的
な
一
頁
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

プログラム

レクチャー

北沢方邦　ベトナムと日本の文明的・音楽的絆
演奏

 ＩＮＯＲＩ  3・11　世界初演

　——　ソプラノとパーカッションのための　——　

対談　その１

グエン・ティエン・ダオ＋西村朗
演奏

ジオ・ドング（ＧＩＯ　ＤＯＮＧ）
　——　ヴォイスのための　——　

休憩

対談　その２

グエン・ティエン・ダオ＋西村朗
演奏

打楽器協奏曲 テン・ド・グ（ＴＥＮ　ＤＯ　ＧＵ）日本初演

——　パーカッションとオーケストラのための（エレクトーンバージョン）　——

演奏者

司会：宇野淑子
フランス語通訳：高野勢子

わ
が
親
愛
な
る
師
に
し
て
友
よ
、

グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ダ
オ
に
つ
い
て
一
筆
。

新
し
い
オ
ペ
ラ
─
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
（
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
）
で
彼
の
作
曲
し
た
オ
ペ
ラ
を
上
演
し
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
あ
な
た
に
も
祝
福
も
う
し
ま
す
！

お
そ
ら
く
す
で
に
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
か
つ
て
ダ
オ
は
、
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
の
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
で
最
優
秀
賞
を
と
り
ま
し
た
し
、

メ
シ
ア
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
エ
ラ
ス
ム
ス
賞
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
）
で
も
ま
た
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
ダ
オ
を
こ
う
見
な
し
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
ダ
オ
は
じ
つ
に
偉
大
な
音
楽
家
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
時
代
の
も
っ
と
も
独
創
的
な
作
曲
家
の
ひ
と
り
だ
と
！　

何
年
か
前
、
わ
た
し
は
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用
の
彼
の
作
品
《
コ
ス
コ
ムK

oscom
 （

宇
宙
共
同
体
）》
を
聴
き
ま
し
た
。
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
以
後
彼
の
書
い
た
作
品
も
、
こ
の
最
初
に
抱
い
た
驚
嘆
の
念
を
い
よ
い
よ
強
め
る
ば
か
り
な
の
で
す
…
…
。

一
九
七
八
年
二
月
一
七
日

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ
シ
ア
ン

ロ
ル
フ
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
（
一
九
一
〇
‐
一
九
九
九
。
ス
イ
ス
の
作
曲
家
。
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
）
へ
の
手
紙
（
片
桐
祐
訳
）

上野信一　　パーカッション
奈良ゆみ　　ソプラノ
内海源太　　エレクトーン

ダ
オ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
時
代
の
も
っ
と
も
独
創
的
な
作
曲
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
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日
本
人
の
ル
ー
ツ
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
最
新
の
人
類

学
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
北
方
系
の
縄
文
人
が
定
住
し
た
か
な
り
の

ち
、
縄
文
時
代
の
末
期
に
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
あ
た
り
か
ら
島
伝

い
に
北
上
し
て
き
た
弥
生
人
が
稲
作
文
化
を
た
ず
さ
え
て
移
住
し
、

混
血
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
し
だ
い
に
そ
れ
が
日
本
列
島
の
主
流

文
化
や
言
語
と
な
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
ひ
と

び
と
と
は
言
語
や
文
化
は
異
な
る
。
し
か
し
文
明
史
的
に
は
ベ
ト

ナ
ム
と
日
本
は
太
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
な
ぜ

な
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
位
置
し
な
が
ら
ベ
ト
ナ
ム
は
、
朝
鮮
半
島
や

日
本
と
同
じ
く
中
国
文
明
の
大
き
な
影
響
下
に
独
自
の
文
化
を
築

き
、
は
ぐ
く
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

国
字
改
革
で
ロ
ー
マ
字
を
採
用
す
る
ま
え
は
漢
字
が
使
用
さ
れ
、

日
本
や
韓
国
同
様
、中
国
由
来
の
多
く
の
単
語
が
言
語
表
現
を
担
っ

て
い
た
。
隣
の
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ャ
の
仏
教
は
イ
ン
ド
か
ら
渡

来
し
た
テ
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
（
南
方
系
）
仏
教
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
・
中
国
経
由
の
大
乗
（
マ

ハ
ー
ヤ
ー
ナ
）
仏
教
で
あ
る
。
た
だ
南
北
に
長
い
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

北
と
南
の
文
化
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
て
、
南
は
中
世
に
、
人
種

も
異
な
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
チ
ャ
ン
パ
王
国
が
栄
え
た
た
め
、
イ

ン
ド
文
明
の
影
響
も
色
濃
く
残
っ
て
は
い
る
が
。

　

ま
た
徳
川
鎖
国
ま
で
は
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
に
と
っ
て
主
要
貿
易

国
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
港
に
は
い
つ
も
日
本
の
千
石

船
が
何
艘
も
碇
を
降
ろ
し
、
交
易
を
い
と
な
む
日
本
人
町
も
建
設

さ
れ
、
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
太
い
絆
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
芸
術
と

り
わ
け
音
楽
は
、
目
に
み
え
な
い
糸
で
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
を
結
ん

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本 

─
─ 

そ
の
文
明
論
的
・
音
楽
的
絆

北　

沢　

方　

邦

で
い
る
。

　

た
と
え
ば
日
本
雅
楽
─
─
中
国
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
雅
楽
は

儒
教
の
儀
礼
音
楽
で
あ
り
編へ

ん

鐘し
よ
う

や
編へ

ん

磬け
い

な
ど
打
楽
器
を
主
体
と
す

る
金き

ん

石せ
き

鐘し
よ
う

磬け
い

之の

楽が
く

で
あ
る
─
─
に
「
林り

ん

邑ゆ
う

楽が
く

（
い
わ
ば
ジ
ャ
ン
グ

ル
地
帯
の
村
の
音
楽
）」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
唐

の
時
代
に
中
国
に
渡
来
し
た
ベ
ト
ナ
ム
舞
楽
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

代
表
曲
『
陵り

よ
う

王お
う

』
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
あ
る
王
が
優
男
で
敵
に
侮
ら

れ
て
い
た
が
、
龍
の
仮
面
を
つ
け
た
と
こ
ろ
連
戦
連
勝
し
た
故
事

を
舞
い
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
剣
を
手
に
舞
う
武
舞
（
ヴ
ォ
・
ヴ
）

で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
文
舞
（
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
）
と
対
に
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
音
楽
の
形
態
や
様
式
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
底
に
ひ

そ
む
音
そ
の
も
の
が
日
本
と
の
親
密
な
絆
を
示
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
古
典
音
楽
で
は
、
北
（
バ
ク
）

の
旋
法
は
日
本
雅
楽
の
「
律
」（
ド
・
レ
・
フ
ァ
・
ソ
・
ラ
・
ド
）

と
よ
ば
れ
る
旋
法
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
中
国
の
影
響
が
強

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
同
様
、
中
国
で
も
っ
と
も
重
要

視
さ
れ
る
「
呂
」（
ド
・
レ
・
ミ
・
ソ
・
ラ
・
ド
）
の
旋
法
は
皆
無

で
あ
る
。
ま
た
南（
ナ
ム
）の
そ
れ
は
レ
と
ラ
が
増
２
度
と
な
る
が
、

こ
れ
を
ミ
と
シ
の
フ
ラ
ッ
ト
（
変
音
）
つ
ま
り
短
３
度
に
読
み
替

え
れ
ば
、
日
本
民
謡
の
い
わ
ゆ
る
「
田
舎
節
」
と
同
一
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
古
都
フ
エ
の
旋
法
は
日
本
の
「
都
節
」
に

酷
似
し
た
半
音
を
含
む
五
音
音
階
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
み
れ
ば
、ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
で
な
ぜ
雅
楽
や
舞
楽
で「
呂
」

が
忌
避
さ
れ
、「
律
」
だ
け
が
好
ま
れ
た
の
か
、
と
い
う
謎
を
解
く

こ
と
が
で
き
る
。
民
謡
や
民
俗
音
楽
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
種
族

の
も
っ
と
も
深
い
音
楽
文
化
に
類
似
す
る
中
国
旋
法
の
み
が
選
ば

れ
た
の
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
民
謡
や
民
俗
音
楽
に
接
す
る
と
き
感

ず
る
た
と
え
よ
う
も
な
い
懐
か
し
さ
は
、
こ
の
こ
と
に
由
来
す
る

（
稲
作
主
体
の
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
風
景
が
呼
び
起
こ
す
感
情
と
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
）。
こ
の
深
い
絆
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
音
楽
的
伝

統
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
そ
れ
を
現
代
の
音
楽
言
語
で
表
現
す

る
グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ダ
オ
さ
ん
の
作
品
が
、
わ
れ
わ
れ
の
魂

を
ゆ
さ
ぶ
る
の
も
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
と
弥
生
人

中
国
文
明
の
影
響

日
本
と
の
交
易

雅
楽
に
ベ
ト
ナ
ム
の
舞
曲

旋
法
は
日
本
と
酷
似

ダ
オ
作
品
の
根
源
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第
一
楽
章　

春
の
日
に

古
い
日
本
の
和
歌
を
音
楽
に
し
た
。
春
を
表
現
す
る
。

第
二
楽
章　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日

フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
言
葉
に
合
わ
せ
て
、
皮
革
を
用
い
た
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
ピ
ア
ニ
シ
モ
か
ら
爆
発
す
る
よ
う
な
フ
ォ
ル
テ
シ
モ
ま
で
移
行
し
て
、

破
壊
を
表
現
す
る
。

第
三
楽
章　

涙

古
い
日
本
の
和
歌
を
音
楽
に
し
た
。
葬
送
行
進
に
近
い
も
の
に
よ
っ
て
喪
を
表
現
す
る
。

第
四
楽
章　

祈
り

作
曲
家
本
人
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
語
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
す
る
、
祈
り
‐
子
守
唄
で
あ
る
。

INORI 3.11
歌詞

Ⅰ　Harunohini　春の日に

Ⅱ　11-3-11　2011 年 3 月 11 日

大災害に関する言葉の数々（フランス語、ドイツ語、ベトナム語）

Ⅲ　Namida　涙

Ⅳ　INORI　祈り

愛しき者よ！　暁の光が春の河岸に姿をみせる
希望と春を運んできておくれ

愛しき者よ！　暁の光がせせらぎのそばに姿をみせる
鶯の歌声が春を運んできてくれる

ジ
オ
・
ド
ン
グ
（
Ｇ
Ｉ
Ｏ　

Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
、
東
風
）

ヴ
ォ
イ
ス
の
た
め
の
（
一
九
七
三
）

一
四
世
紀
か
ら
今
日
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
文
学
の
抜
粋
を
集
め
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
角

度
か
ら
東
洋
と
西
洋
の
発
声
技
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
声
の
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
。
奈
良
ゆ
み
は
、
お
お
き
な
舞
台
存
在
感
を
発
揮
し

つ
つ
、
こ
の
曲
の
自
在
な
解
釈
を
引
き
出
し
た
。

打
楽
器
協
奏
曲 

テ
ン
・
ド
・
グ
（
Ｔ
Ｅ
Ｎ　

Ｄ
Ｏ　

Ｇ
Ｕ
）

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の

（
エ
レ
ク
ト
ー
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
）（
一
九
八
〇
）

フ
ラ
ン
ス
放
送
委
嘱
作
品
。
こ
の
協
奏
曲
の
性
格
は
、
叙
事
詩
的
で
あ
る
と
と
も
に
、

技
巧
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
一
九
八
〇
年
の
パ
リ
国
際
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ク
ー

ル
の
課
題
曲
に
も
選
ば
れ
た
。

Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

３
・
１
１

ソ
プ
ラ
ノ
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
の
（
二
〇
一
二
）

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

四
つ
の
楽
章
か
ら
成
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
ノ
ー
ト

グ
エ
ン
・
テ
ィ
ン
・
ダ
オ
（
片
桐
祐
訳
）



��

□　

グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ダ
オ

　
　

N
guyen Thien D

ao

一
九
四
〇
年
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
生
ま
れ
。
フ
ラ

ン
ス
在
住
。
六
三
年
よ
り
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院

で
メ
シ
ア
ン
に
学
び
、
首
席
卒
業
。
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・

メ
シ
ア
ン
賞（
七
四
年
）、ア
ン
ド
レ・カ
プ
レ
賞 （
八

四
年
）
等
、
受
賞
歴
多
数
。
ま
た
そ
の
作
品
は
、

ラ
ジ
オ
・
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
、
フ
ラ

ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ハ
ノ
イ
・

ベ
ト
ナ
ム
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
そ
の
他
国
際
的
な

音
楽
祭
等
で
初
演
さ
れ
て
い
る
。
当
初
か
ら
、
ベ

ト
ナ
ム
や
中
国
の
詩
に
着
想
を
得
た
、
東
洋
と
西

洋
の
融
合
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
作
品
が
多
い
。
現

代
音
楽
の
技
法
に
忠
実
に
従
い
つ
つ
、
豊
か
な
叙

情
性
と
情
熱
を
は
ら
む
力
強
い
作
風
を
特
徴
と
す

る
。
今
回
日
本
で
初
演
さ
れ
る
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
《
テ

ン
・
ド
・
グ
》（
八
〇
年
）
は
代
表
作
の
ひ
と
つ
で

あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ユ

ダ
ヤ
人
虐
殺
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ペ
ラ 

《
イ
ジ
ェ
の

子
供
た
ち
》 （
九
三
年
）
な
ど
、
歴
史
的
事
実
を
題

材
に
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
曲
も
多
い
。
近
年
、

ハ
ノ
イ
で
の
新
作
初
演
、
ベ
ト
ナ
ム
映
画 

《
パ
オ
の

物
語
》（
二
〇
〇
八
年
）
音
楽
担
当
な
ど
、
ベ
ト
ナ

ム
と
西
洋
音
楽
と
の
融
合
を
意
識
し
た
仕
事
が
増

え
て
い
る
。

□　

北
沢
方
邦
（
き
た
ざ
わ
ま
さ
く
に
）　

桐
朋
学
園
大
学
教
授
、
信
州
大
学
教
授
、
神
戸
芸

術
工
科
大
学
・
同
大
学
院
教
授
を
経
て
、
現
在
信

州
大
学
名
誉
教
授
。
音
楽
社
会
学
の
著
書
に
『
メ

タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
音
』（
新
芸
術
社
）、『
北
沢
方

邦　

音
楽
入
門
』（
平
凡
社
）
な
ど
。
科
学
認
識
論

関
係
の
著
書
に
『
知
と
宇
宙
の
波
動
』（
平
凡
社
）、

『
近
代
科
学
の
終
焉
』（
藤
原
書
店
）
な
ど
。
構
造

人
類
学
関
係
の
著
書
に『
天
と
海
か
ら
の
使
信
』（
朝

日
出
版
社
）、『
日
本
神
話
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』、『
歳

時
記
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』、『
古
事
記
の
宇
宙
論
』（
い

ず
れ
も
平
凡
社
）、『
感
性
と
し
て
の
日
本
思
想
』（
藤

原
書
店
）
な
ど
。
翻
訳
書
に
『
失
わ
れ
た
歴
史
』（
マ

イ
ケ
ル
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
モ
ー
ガ
ン
著
、
平
凡
社
）

な
ど
。
哲
学
・
思
想
、
現
代
日
本
や
世
界
の
政
治

情
勢
、
古
今
の
音
楽
、
健
康
問
題
な
ど
、
幅
広
い

内
容
を
鋭
く
解
き
明
か
す
語
り
口
に
は
定
評
が
あ

る
。

□　

西
村
朗
（
に
し
む
ら
あ
き
ら
）

東
京
芸
術
大
学
卒
業
、
同
大
学
院
修
了
。
現
代
日

本
の
作
曲
界
を
牽
引
す
る
作
曲
家
。
エ
リ
ザ
ベ
ー

ト
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
作
曲
部
門
大
賞
や
ル
イ

ジ
・
ダ
ル
ッ
ラ
ピ
ッ
コ
ラ
作
曲
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
近
年
の

受
賞
は
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞
（
二
〇
〇

一
年
）、
第
三
回
別
宮
賞
（
〇
二
年
）、
第
三
六
回

サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
（
〇
四
年
）、
第
四
七
回
毎
日

芸
術
賞
（
〇
五
年
）、
第
五
六
回
・
第
五
九
回
尾
高

賞
（
〇
八
年
・
一
一
年
）
等
。
〇
二
年
度
芸
術
祭

大
賞
に
《
ア
ル
デ
ィ
ッ
テ
ィ
Ｓ
Ｑ
プ
レ
イ
ズ
西
村

朗
（
西
村
朗
作
品
集
五
）》
が
、
〇
五
年
度
芸
術
祭

優
秀
賞
に
《
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス･

西
村
朗
室
内

交
響
曲
》が
選
ば
れ
る
。
現
在
東
京
音
楽
大
学
教
授
、

い
ず
み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
の
音
楽
監
督
。

□　

上
野
信
一
（
う
え
の
し
ん
い
ち
）

国
立
音
楽
大
学
首
席
卒
業
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
音
楽

院
連
合
コ
ン
ク
ー
ル
最
上
級
課
程
一
位
、
パ
リ
現

代
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
打
楽
器
部
門
特
別
賞
な
ど
受

賞
歴
多
数
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
打
楽
器
奏
者
、
国
立
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
・
キ
ャ

ピ
ト
ル
管
弦
楽
団
首
席
打
楽
器
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
奏

者
を
歴
任
。
帰
国
後
は
ソ
リ
ス
ト
お
よ
び
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
「
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
・
レ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
の
主
宰
者
と
し
て
日
本
の
現
代
音
楽
の

新
作
初
演
を
多
数
行
う
。
国
際
打
楽
器
大
会

（PA
SIC

）
お
よ
び
同
欧
州
パ
リ
大
会
（
二
〇
〇
七

年
）
な
ど
、海
外
で
の
演
奏
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
《
プ
サ
ッ
フ
ァ
》《
花
の
世
界
（
高
橋
悠
治
と

の
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル・ラ
イ
ブ
）》（
共
に
ム
ジ
カ・

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
テ
）
な
ど
。
国
立
音
楽
大
学
、
同
附

属
音
楽
高
校
非
常
勤
講
師
。http://w

w
w

. 
phonix.now

s.jp/

□　

奈
良
ゆ
み
（
な
ら
ゆ
み
）

相
愛
女
子
大
学（
現
在
相
愛
大
学
）声
楽
科
卒
業
後
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
パ
リ
国
立
高

等
音
楽
院
に
入
学
、
メ
シ
ア
ン
に
注
目
さ
れ
る
。

以
後
、
パ
リ
を
拠
点
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で

盛
ん
な
演
奏
活
動
を
展
開
。
色
彩
感
に
溢
れ
た
声

と
創
造
的
な
表
現
力
は
、
と
り
わ
け
現
代
音
楽
の

分
野
で
注
目
を
集
め
、ブ
ー
レ
ー
ズ
、シ
ノ
ー
ポ
リ
、

エ
ト
ヴ
ォ
ス
な
ど
と
共
演
を
重
ね
て
い
る
。
パ
リ
・

バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
・
オ
ペ
ラ
座
で
演
奏
さ
れ
た
メ
シ

ア
ン
の
《
ハ
ラ
ウ
ィ
》、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
《
月
に

憑
か
れ
た
ピ
エ
ロ
》、
ラ
ヴ
ェ
ル
《
シ
ェ
ヘ
ラ
ザ
ー

ド
》な
ど
が
高
い
評
価
を
受
け
る
。
ま
た
パ
ス
カ
ル・

デ
ュ
サ
パ
ン
、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ダ
オ
、
松

平
頼
則
、
平
義
久
を
は
じ
め
多
く
の
現
代
作
曲
家

が
彼
女
に
曲
を
捧
げ
て
い
る
。

□　

内
海
源
太
（
う
つ
み
げ
ん
た
）

国
立
音
楽
大
学
応
用
演
奏
学
科
卒
業
。
国
内
外
に

お
け
る
ソ
ロ
活
動
を
軸
に
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
か
つ
斬

新
な
企
画
・
構
成
の
も
と
に
活
動
。
夏
田
昌
和
、

土
田
英
介
、
千
住
明
、
猿
谷
紀
郎
の
作
品
を
は
じ

め
数
多
く
の
現
代
作
品
の
初
演
、
古
川
展
生
（V

c

）

や
奥
村
愛
（V

n

）
な
ど
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
ブ
、
そ
の
他
全
国

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
音
楽
制
作
な
ど
、
活
動

の
幅
は
広
い
。
繊
細
さ
と
大
胆
さ
を
兼
ね
備
え
た

音
楽
表
現
、
類
ま
れ
な
る
超
絶
技
巧
は
、
聴
く
者

を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。
一
九
九
三
年
第
三
〇
回

エ
レ
ク
ト
ー
ン・コ
ン
ク
ー
ル
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

同
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
エ
レ
ク
ト
ー

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
最
優
秀
賞
受
賞
。

北
沢
方
邦

西
村
朗

上
野
信
一

奈
良
ゆ
み

内
海
源
太

出
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ダ
オ

写
真
＝
©
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
／
撮
影 

大
窪
道
治
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ベ
ト
ナ
ム
人
を
形
容
し
て
、
よ
く
竹
に

例
え
ま
す
。
彼
ら
の
忍
耐
強
さ
と
不
屈
の

精
神
を
、
し
な
や
か
で
強
靭
な
竹
に
照
ら

し
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

良
い
例
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
に
掘

ら
れ
た
、
総
延
長
二
五
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
地

下
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
ク
チ
で
取
材
し
た
折
、

二
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湿
気
と
高
温
で

二
〇
分
と
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
内
に
は
会
議
室
や
宿
泊
施
設
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
は
、

当
時
の
米
軍
基
地
の
タ
ン
ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト

空
港
の
真
下
ま
で
掘
ら
れ
て
い
た
の
で
す

か
ら
驚
き
で
す
。

　

南
北
に
細
長
い
ベ
ト
ナ
ム
の
山
岳
地
帯

を
、
ハ
ノ
イ
か
ら
バ
ン
・
メ
・
ト
ー
ト
ま
で
、

戦
時
中
に
兵
士
や
物
資
を
運
ん
だ
ホ
ー
チ

ミ
ン
・
ト
レ
イ
ル
が
貫
い
て
い
ま
す
。
ト

レ
イ
ル
、
獣
道
と
言
う
ほ
ど
、
敵
に
見
つ

か
ら
な
い
様
に
行
軍
す
る
の
で
す
か
ら
、

ど
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
か
想
像
が
つ
き
ま

す
。
そ
し
て
、
勝
利
を
手
に
し
た
訳
で
す

か
ら
、「
不
屈
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い

気
が
し
ま
す
。

　

そ
の
中
部
山
岳
地
帯
で
魅
せ
ら
れ
た
も

の
に
、
少
数
民
族
の
高
床
式
住
居
の
巨
大

な
「
ニ
ャ
・
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
集
会
場

が
あ
り
ま
す
。
高
さ
、
大
き
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
内
部
の
竹
で
編
ま
れ
た
精
緻

な
模
様
は
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
手
仕
事
の

器
用
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

少
数
民
族
の
竹
籠
の
美
し
さ
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
籠
の
形
で
何
族
か
が
分
か
る
と

言
う
の
で
す
。
又
、
民
族
衣
裳
で
も
同
様

の
事
が
言
え
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
モ
ン
族
の
衣
裳
の
様
に
、
艶

や
か
な
色
彩
に
は
目
ま
い
を
覚
え
る
ほ
ど

で
す
。
又
、
民
族
衣
裳
を
代
表
す
る
ア
オ

ザ
イ
。
腰
ま
で
切
れ
込
ん
だ
ス
リ
ッ
ト
は
、

な
ま
め
か
し
く
、
歩
く
度
に
揺
れ
る
裾
の

優
雅
さ
は
、
美
女
を
一
層
美
し
く
見
せ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
サ
パ
の
棚
田
、
竹
で
編

ん
だ
お
椀
型
の
籠
舟
「
ト
ン
」、
伝
統
楽

器
の
竹
琴
「
ト
ル
ン
」、
ハ
ロ
ン
湾
の
景

色
な
ど
、
美
し
い
も
の
、
好
き
な
物
に
は

事
欠
き
ま
せ
ん
。
で
す
が
、「
美
」
は
、

色
や
形
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　

ベ
ト
ナ
ム
人
の
人
あ
た
り
の
良
さ
は
格

別
で
す
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
生
活
が
生
き

て
い
る
の
も
嬉
し
い
事
で
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
相
互
扶
助
の
精
神
を
忘
れ
な
い

「
心
持
ち
」
の
美
し
さ
は
、
無
形
の
美
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

会
場
ロ
ビ
ー
に
て
開
催

高
島
史
於
写
真
展
《
美
ェ
ト
ナ
ム
》

〈
美
ェ
ト
ナ
ム
〉讃

高
島
史
於

ニャ・ロン
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